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§１．研究成果の概要 

 
最初の実施年度となる 2020 年 11 月〜2021 年 3 月の 5 ヶ月間での研究成果について報告

する。本期間では、可変長ユニバーサルなストリームデータ圧縮技術の開発におけるアルゴリズの

開発と、高性能ストリームデータ圧縮 LSI の開発における ASE Coding を搭載した IoT 向けプロ

セッサ回路の開発に関して、それらの部分を進めた。前者に関しては、アルゴリズムの考案に注力

すると共に、ストリームデータ圧縮における圧縮器と解凍器のあいだでパラメタを、圧縮率に影響な

く交換できる伝送方法を開発し、ジャーナル論文にて公表した。ASE Coding のユニバーサル化

に関するアルゴリズムに関しては引き続き研究中である。また、後者に関しては、ASE Coding を

含む SoC デザインを行った。開発に向けて必要となる研究環境に関して、システムアーキテクチャ

を整理し、実装するためのツールやハードウェアの実装環境に関して調査を行った。 
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